
東北大学大学院 医学系研究科                  2020/2/26(水) 

医学統計学分野 

CNN による乳房超音波画像における判別精度及び判断根拠に関する研究 

 

概要 

乳がんの主要な検査方法はマンモグラフィーであるが、高濃度乳房の場合、検査の感度は著

しく減少してしまう。この高濃度乳房の割合が最も高くなるのは乳がんの好発年齢である

ため、補助検査として超音波検査が行われている。先行研究によって乳がん検診でマンモグ

ラフィーの補助として超音波検査を併用すると、マンモグラフィーのみの検査より感度が

高くなることが報告されている。しかし、特異度は低くなり、生検実施数は 2.5 倍になった

と報告された。特異度の低下に伴う不必要な生検は患者の不利益につながるため、超音波検

査の精度向上が望まれる。こうした背景から、現在超音波を含めた様々な医療画像を対象に

AI（人工知能）を用いて補助診断を行う研究がなされている。 

そこで、本研究では超音波画像内の腫瘤を悪性と良性に判別するアルゴリズムを開発し、そ

の判別性能を評価する。今回は、実際に画像データをアルゴリズムで学習させて判別を行っ

たため、その結果を報告する。 


